
見た、聴いた、話した!!みんなが熱くなったまちづくりフェスティバル
11月23日に開催した第11回まちづくりフェスティバル。参加者94人、参加市民団体12と、フェスティバルにふさ

わしい盛り上がりを見せました。真剣に見聞きする人、熱心に語り合うグループ、発表者の言葉に感動する表情、

中学生や高校生の提案に対する力強いアドバイスの声。会場は地域づくりと真摯に向き合う意欲的な空気に包ま

れていました。狭い紙面ではとても伝えきれませんが、当日の様子をダイジェストでお知らせします。

Good郡上プロジェクトは、市内の中学生・高校生が地域の課題を見つけ、その解決策を提案する市民協働セン

ターの事業です。優秀提案を実現するためのコーディネートも行っています。

「中高生鮎釣り選手権」
郡上鮎の会 桒原健さん、清水啓太さん、川島義弘さん、齋藤大樹さん、金子征磨さん

提案の内容は

平成26年度提案「若い釣り人を増やそう」

八幡中学校＜細江太平さん、安田竜馬さん、澤崎圭伸さん、石田凌也さん、三浦啓輔さん＞

郡上は鮎の友釣りが盛んで今後も発展させる必要があるが、地元の釣り人の高齢化が進んでいることを課

題ととらえた上で、解決策として中高生による鮎の友釣り大会を提案しました。大会や鮎釣り教室を開くこと

によって若い世代にも鮎釣りに対する関心をもってもらうとともに、技術の向上と鮎釣り人口の増加を意図し

たのです。郡上漁業組合にも若い釣り人を増やしたいという思いがあり、実現への道が開けていきました。

実現して

平成27年に第1回の「中高生鮎釣り選手権」を開き、その後、毎年開催しています。今や、郡上の夏の風物詩と

なりつつあるイベントへと発展しました。夢は、全国規模の「鮎友釣り甲子園」の開催です。

今年は5回目となる節目の大会と位置づけて、大会名をナンバリング（中高生鮎友釣り選手権.5）に変更しまし

た。また、一昨年度より募集している市内の賛助会員は300件を超え、大きな支援が寄せられています。

大会の質も年々進化しています。本年度は釣りに親しみの無い方も楽しめるイベントをめざして、飲食ブース

や休憩・観戦用のテント、子どもたちが遊べるプールなどが設置されました。また、ボランティアスタッフの動員、

鮎の塩焼きやガリガリ君の無料配布など、更にイベントの幅を広げるチャレンジも行っています。
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1分間の活動アピールの後は参加者との自由交流。思い思いに展示ブースを巡り 今年の応募総数は124、市内の中学生・高校生から470人の参加がありました。実現をめざして、入賞提案はプレゼンテーションと意見交換会を行い、

ながら質問や意見交換を行う姿に地域づくりへの思いが表れていました。 入選提案は会場に展示しました。市民協働センターでは提案の実現協力者を募集しています。関心をおもちの方は是非お知らせください。

<入賞提案>
NPO法人 子ラボハウスキキの家

子どもの健全育成と余裕ある子育てを願い、

郡上市ファミリーサポートセンターの委託運営や

キキの家、リトルキキなどの活動を行っています。

NPO法人 ふる里めいほう

福祉有償移送サービスや学童保育、明宝歴史民

俗資料館等公的施設管理などの活動を通して、明

宝地域の元気づくりを応援しています。

亀尾島 七夕会

県道沿線への芝桜・花桃の植栽・管理によって

「きびしまお花街道」づくりを着実に進めました。

毎年、亀尾島大収穫祭も開催しています。

郡上八幡国際友好協会

多文化共生で地域づくりをモットーに、海外留学

生のホームステイの受け入れや「にほんごきょう

しつ」などの活動を続けています。

災害ボランティア『郡上奉仕隊』

災害発生時に救援ボランティアとして活動する

ために、防災予防勉強会や救助法講習会の定期開

催などの活動を精力的に行っています。

「さんさんハウス」の会 <入選提案>
地域のいろんな人が「つどう場所」として、小さな拠点の

ひとつになるさんさんハウスをみんなでつくっています。

橋本町自治会

商いの町の活性化をめざして、歩行者天国みのり市を開

催しました。多くの人が橋本町を訪れ、笑顔があふれました。

八幡市街地まちづくり会議

郡上八幡 町屋敷越前屋（旧越前屋）を拠点にまちづくり活

動を進めています。11月の「まちやしき文化祭」には大勢の人が詰めかけました。

「めいほう・食の教科書」を学ぶ会

明宝地域に伝わる四季折々の食材を使った調理法とそこに秘められた知恵を学

ぶために、食に関わる体験イベントを毎月のように行っています。 意見交換会でのアドバイスから

和良鮎を守る会

「和良川と和良鮎のある風景を伝えたい…」という願いをもって

奮闘しています。利き鮎会グランプリの賞状と盾も展示しました。

和良おこし協議会

交流・移住促進施設わらおこしを拠点として、移住促進・空き家対

策、田んぼオーナー制度、交流イベント等を活発に行っています。

和良蛍を守る会

鬼谷川の蛍がつくる素晴らしい景観と環境を後世に残すために、

現地案内や情報発信、河川環境の調査などの活動を続けています。

つながれ、想い！えが
け、未来！
和田希、渡邉柑太
武藤恵利奈、渡邉美里

（八幡西中学校）

他校の生徒と触れ合っ
たり関わり合ったりする機
会を増やし、他校の良さや
それぞれのもつ力を実感
するために、次の3つの活
動を生徒主体で行う。
①スポーツで交流する機
会をつくる。

②共通テーマについて討
論する機会をつくる。

③生徒会便りを交流する。

中学生による「郡上学」で
の学び発信！番組づくり
伊佐地武博、置田心
奥村南月、小林天久
酒井優衣華、澤奏真
下廣志音、鈴木瑠華
玉木愛華、筒井安莉
古池紗弥、和田桜典

（明宝中学校）

「郡上学」で見つめた
地域の魅力や課題をもと
に学習したことを、地域
の魅力発信ビデオや取材
番組にする。観光協会や
郡上ケーブルテレビと協
力して制作・発信する。
※写真は制作中のビデオ
の一コマです。

郡上に集まれ、踊れ、辿れ
小林涼太、山田慎之祐
大坪愛依、武藤遥叶

（八幡西中学校）

地元の子どもが中心に
なって企画運営する次の４
つのイベントを行う。
①ジャズやロックを郡上お
どりに取り入れる。

②全国の学生を招いてコ
ンクールを行う。

③イベント開催日に、郡上
の特産物を紹介・販売す
る店を開く。

④郡上おどりの会場で屋
台引き体験を行う。

ゆったり健康になろう

プロジェクト！
山下晃人、山田拓実

北山空羅（郡上北高校）

堤防や河川敷、山の近く

などに、1周6～7㎞で見所

のある散歩コースを作る。

コースには、1.5～2㎞ごと

に休憩スポットを作る。季

節ごとの花や木を植えた

り、コースの途中にクイズ

を掲示したり、休憩スポット

にスタンプを設置して集め

てもらったりする。

もっと郡上、グッと郡上
和田希、渡邉柑太
武藤恵利奈、渡邉美里

（八幡西中学校）

郡上かるたに関する体
験ができる場をつくる。年
に数回、行事と共同で開催
する。展示・販売・体験のブ
ースを設ける。例えば、郡
上かるた大会のときに、食
品サンプル作り体験や手
ぬぐい販売などをする。タ
ーゲットは小中学生で、学
校を通じてスタンプカード
を配布し、全てのブースを
回った人には景品を贈る。

ここがあなたのAnother Home
武藤わかな、井口瑞葵、井藤陽菜、兼定紀子（八幡西中学校）
☆空き家を観光客が自由に使える貸し出し宿泊施設にして地域で管理する。

”みんな ”が楽しめるスキー場へ～バリアフリースキー場～
岩嶋香乃葉（高鷲中学校）
☆障がいのある人や車椅子が必要な人も楽しめるスキー場を作る。

郡上を唄おう！
後藤龍広、鷲見承大、野田拓臣、奥野陸、八木拓斗（八幡中学校）
☆小中学生から郡上おどりの歌詞を募集し、徹夜おどりなどで歌って踊る。

MARCで郡上を楽しもう!!
金子拓朗、松葉双一朗、渡邉健翔、葛原創（大和中学校）
☆郡上の自然を楽しむのが目的の、山（Mountain）農業（Agriculture）川（River）
料理（Cooking）の頭文字をとった「MARC」というクラブを立ち上げる。

郡上の魅力を伝えよう
勝水壱、髙垣駿太、吉田真亜、長井愛依、和田統偉、野田夢未（八幡中学校）
☆世界に伝えたい郡上の魅力をまとめ、外国人向けのPR動画をつくる。

幼児と児童が楽しめるミニ縁日
池田陽凪太、池戸良来、大澤颯太郎、粥川倖多、清水吉平、田口隼輔、長尾涼太
池戸愛鈴、池戸友恵、兼山葵、粥川心結、渡邉友麻（郡上東中学校）
☆幼児や児童を対象としたイベントを行い、楽しむことで地元を盛り上げる。年越し踊り

曽我啓太、日置偉丸、古川翼、丸山龍生（郡上北高校）
☆大晦日から元日にかけて白鳥駅前や神社で年越しの白鳥おどりを行う。

学校の交流は中学生ならではの発
想で良い。スポーツ以外の交流として
話し合いの場を持つ発想はすばらし
い。応援していきたい。PTAと連携して
実現を考えたらどうか。高校生になっ
ても関わって実現して欲しい。
ウォーキングコースを作ることを考

えているなら、実際に歩いてみて実感
を伝えることが重要だ。北高周辺や白
鳥町内を歩いて、モデルコースを作っ
てはどうか。そこをウォーキングしてい
る動画を撮って紹介するのも良い。

地 域 づ く り 団 体 の 活 動 紹 介 Good郡 上 プ ロ ジ ェ ク ト 入 賞 ・ 入 選 提 案 の 実 現 に 向 け て



「えぇがいど」は年が明けると同時にリニューアルオープンします!!
お待たせしました。新生「えぇがいど」、2020年1月1日公開です。年が明けるとともに、見てくださいね。

前号の情報誌でもお知らせしましたが、今回の大きな改善点は3つあります。

①広くなったカレンダー領域の上に、イベントの詳細ページに載っている画像（サムネイル）を置きました。

②カレンダーにカテゴリー（まちづくり、こども、市役所、観光、健康・スポーツ、文化・図書館、公民館・自治会）

と地域（八幡、大和、白鳥、高鷲、美並、明宝、和良）のタブを付け、切り換えて見られるようにしました。

③スマートフォンのカレンダー画面でも、PC（パーソナルコンピュータ）やタブレットと同じように、その日に行

われるイベント名がわかるようにしました。

その他にも、操作性を良くしたり見やすくしたりするための小さな改善点がいくつもあります。いろいろなペー

ジを開いて、現在の「えぇがいど」との違いを探すのも楽しいですよ。是非、「えぇがいど」を毎日見てください。

スマートフォンやタブレットで、左のQRコードを読み込めば「えぇがいど」トップ画面が開きます。

PCは「えぇがいど」で検索するのが早道です。

スマートフォンのトップ画面

PC（パーソナルコンピュータ）・タブレットのトップ画面

情報紙を編集している今も「えぇがいど」の細か

い改善作業は続いています。リニューアルしたトッ

プ画面が載せたものとは異なることもあります。

「えぇがいど」へのご意見やご要望は市民協働

センターまでお寄せください。
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「えぇがいど」 検索

タブをクリック（タップ）する

と、カテゴリーや地域で絞り込ん

だイベントのカレンダーが表示

されるよ。探してるイベントを見

つけるのも早くなる！スマートフ

ォンで表示されていないタブは

横にスライドして出してね。

日枠の中のイベント名が

見えるようになった！イベ

ント名をタップすると、詳し

い内容がわかるよ。

イベントの画像（サムネイル）を見

てるだけでも楽しいね。横にスライド

すると画像が変わって、お目当ての

イベントを探すこともできる！画像

やイベント名をクリック（タップ）する

と詳細ページが開いて、場所や内

容などの情報が見られるよ。


